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この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています 

● 管理組合だより 

● シラコバト賞受賞 おめでとうございます！    

●茶の里ウォーキング お礼 

● ハイツ東くん 

● ハイツで「マンション管理セミナー」開催 

●こもれび亭 収穫祭 

●ハイツのリノベーション内覧会 

●寿会 軽スポーツ大会 

● 連載 地歴探索を楽しむ（３） 

●あおやぎ文庫＆ＮＰＯじおす「ブックスタート」 

●シニア芸能大会、季節の言葉 

● 冬のレシピ「さといもの味噌グラタン」 

● わくわく自然園からのお知らせ 

● ハイツ掲示版、生活ごみ・資源回収表 

 

 

 

 

 

落花生も掘ったよ！ 

１１月４日 あおやぎ文庫の“サツマイモほり＆おいも劇場”「大きいのが掘れたよ！」 

第 528 号 

2018年 12月 

今月の記事 
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１１
月
１８
日
に
、
狭
山
台
第
二
住
宅
管
理
事
務
所
に
お

い
て
「
狭
山
市
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
交
流
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
狭
山
ハ
イ
ツ
管
理
組
合
か
ら
は
、
高
橋
理
事
、
佐
々

木
理
事
及
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
細
谷
前
理
事
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

一
、
管
理
組
合
交
流
会
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

 

「
狭
山
市
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
交
流
会
」
の
企
画

は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
オ
フ
ィ
ス
さ
や
ま
」
代
表
の
毛

塚
さ
ん
（
新
狭
山
ハ
イ
ツ
在
住
）
な
ど
が
、
平
成
１７
年

末
頃
、
各
マ
ン
シ
ョ
ン
の
抱
え
る
諸
問
題
や
、
そ
れ
に

対
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
う

場
と
し
て
、
狭
山
市
役
所
の
関
係
部
署
に
働
き
か
け
た

こ
と
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
市
内
全
域
の
管
理
組
合

の
参
加
を
目
標
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
初
は
７
つ
の

管
理
組
合
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
（
現
在
は
６
組
合
）。 

ち
な
み
に
、
狭
山
市
役
所
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
市
内

の
管
理
組
合
の
数
は
、
約
１
２
０
組
合
だ
そ
う
で
す
。 

今
回
、
管
理
組
合
交
流
会
に
参
加
し
た
の
は
、
狭
山

台
第
二
住
宅
（
幹
事
組
合
）
、
つ
つ
じ
野
団
地
、
新
狭
山

ハ
イ
ツ
、
西
武
狭
山
台
ハ
イ
ツ
、
狭
山
グ
リ
ー
ン
ハ
イ

ツ
の
５
組
合
で
す
。 

 二
、
各
管
理
組
合
の
課
題
と
取
り
組
み 

  

各
組
合
の
発
言
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
狭
山
台
第
二
住
宅 

・
高
齢
化
に
よ
り
役
員
の
な
り
手
が
不
足 

・
管
理
組
合
と
自
治
会
の
協
働
運
用
組
織
を
設
置 

・
来
年
度
総
会
で
規
約
改
正
の
予
定 

・
民
泊
禁
止
の
規
約
は
、
改
正
済
み 

②
つ
つ
じ
野
団
地 

・
給
排
水
管
改
修
工
事
実
施 

専
有
部
と
共
有
部
を
一
時
的
に
一
体
と
み
な
し
、
管

理
組
合
の
負
担
で
施
工 

③
西
武
狭
山
台
ハ
イ
ツ 

・
屋
上
防
水
工
事
の
施
工
不
良
が
見
つ
か
り
、
今
後
の

業
者
選
定
方
式
を
変
更
し
公
募
方
式
を
取
り
や
め
た 

・
建
物
基
礎
部
の
施
工
不
良
が
見
つ
か
り
施
工
業
者
と

話
し
合
い
を
し
て
い
る 

・
共
有
灯
を
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化 

・
床
下
ピ
ッ
ト
内
排
水
管
交
換
工
事
実
施 

④
新
狭
山
ハ
イ
ツ 

・
ク
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
（
ご
み
集
積
庫
）
設
置
後
の
管

理
運
営
上
の
課
題 

・
掲
示
板
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
方
式
へ
の
変
更 

⑤
狭
山
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ 

・
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
集
会
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

と
階
段
手
す
り
の
設
置 

 三
、
交
流
会
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と 

 
 ・

住
民
の
高
齢
化
に
よ
る
、
自
治
組
織
の
崩
壊
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。 

・
各
管
理
組
合
で
規
約
の
改
正
作
業
が
着
々
と
進
ん
で

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

・
修
繕
工
事
が
大
規
模
か
つ
専
門
化
し
、
役
員
の
負
担

が
増
し
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
た
、
有
意
義
な
集
ま
り

で
し
た
。 

               

１

 
 １ 

２ 

３ 

４ 

管

理

組

合

だ

よ

り 

狭山台第二住宅の役員さん 
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自
治
会
長 

 

中
村 

雅
昭 

平
成
３０
年
１１
月
１４
日
、
埼
玉
会
館
に
於
い
て
、
今

年
度
の
埼
玉
県
民
の
日
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。 

 

こ
の
式
典
で
は
、
様
々
な
分
野
で
県
民
の
模
範
と
な

る
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
方
々
に
、
上
田
清
司
県

知
事
か
ら
、
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
（
個
人
１
４
０
名
、
団
体
６０

件
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
狭
山
市
か
ら
は
、
個
人
５
名

の
方
が
、
市
自
治
会
連
合
会
の
推
薦
に
よ
り
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。
ハ
イ
ツ
か
ら
は
、
大
竹
昭
士
さ
ん
（
３-

１
０
６
）
と
、
山
下
勝
之
さ
ん
（
２
６-

３
０
６
）
２
名

の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
竹
さ
ん
は
、
長
ら
く
自
治
会
長
を
務
め
ら
れ
て
コ

ミ
ュ
テ
イ
活
動
を
行
い
、
行
事
の
見
直
し
な
ど
を
実
行

し
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と 

         

が
受
賞
理
由
で
す
。 

 

山
下
さ
ん
は
長
年
、
緑
化
推
進
本
部
の
緑
化
活
動
を

行
う
ほ
か
、
福
祉
や
健
康
活
動
の
指
導
助
言
に
も
ご
尽

力
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
受
賞
理
由
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈

念
致
し
ま
す
。 

               

      

 
 

 

 

自
治
会
長 

中
村 

雅
昭 

１１
月
１１
日
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
２
０
１
８
狭
山
・

茶
の
里
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
無
事
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
多
く
の
市
民

が
狭
山
市
を
歩
い
て
健
康
で
幸
せ
に
な
ろ
う
」
で
す
。

今
年
は
約
３
０
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ー

ス
は
２
コ
ー
ス
で
、
１０
キ
ロ
コ
ー
ス
と
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

向
け
の
６
キ
ロ
コ
ー
ス
。
入
間
川
で
は
「
柏
原
お
も
て

な
し
会
場
」
や
「
さ
や
ま
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催

さ
れ
、
稲
荷
山
公
園
で
行
わ
れ
て
い
た
大
茶
会
会
場
で

は
、
出
川
哲
朗
と
ケ
ン
ド
ー
コ
バ
ヤ
シ
の
飛
び
入
り
参

加
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
！
ゴ
ー
ル
会
場
で
は
埼
玉
聴
覚

障
害
福
祉
会
後
援
会
主
催
の
「
ど
ん
ぐ
り
大
バ
ザ
ー
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
も
り
だ
く
さ
ん
で
、
満
足
の
い
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
は
、
狭
山
市
自
治
会
連
合

会
・
西
武
鉄
道
（
株
）・
狭
山
市
で
す
。
堀
兼
地
区
連
合

自
治
会
は
ス
タ
ー
ト
会
場
の
新
狭
山
駅
北
口
、
中
原
公

園
（
あ
じ
さ
い
公
園
）
を 

担
当
し
ま
し
た
。 

ハ
イ
ツ
の
方
も
、
た
く
さ 

ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

ご
参
加
、
あ
り
が
と
ご
ざ 

い
ま
し
た
。 

 

 シ
ラ
コ
バ
ト
賞
受
賞 

 
 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

おみやげのカレンダー「残しておきたい

狭山の風景」 
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
匠
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
技
術
支
援
協
会 

代
表
理
事 

毛
塚 

宏 

１０
月
２８
日
（
日
）
、
ハ
イ
ツ
に
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
匠
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
技
術
支
援
協
会
主
催
（
新
狭
山
ハ
イ
ツ
管

理
組
合
法
人
後
援
）
の
「
新
狭
山
ハ
イ
ツ
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
セ
ミ
ナ
ー
＆
意
見
交
換
会
・
交
流
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
法
人
は
優
れ
た
技
術
者
・
職
人
及
び

賢
い
管
理
組
合
・
区
分
所
有
者
を
育
成
し
、
こ
の
両
者

が
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
良
質
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維

持
・
再
生
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体

で
す
。
実
は
こ
の
協
会
の
代
表
理
事
を
ハ
イ
ツ
居
住
の

毛
塚
が
務
め
て
い
る
こ
と
、
ハ
イ
ツ
の
大
規
模
修
繕
工

事
等
に
匠
の
関
係
者
が
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
縁

で
実
現
し
た
も
の
で
す
。 

セ
ミ
ナ
ー
に
は
県
内
の
み
な
ら
ず
首
都
圏
各
地
か
ら

２１
管
理
組
合
（
３５
名
）
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

・
第
１
部
：
賢
く
繕
い
修
繕
積
立
金
を
削
減
し
よ
う
（
ハ

イ
ツ
に
お
け
る
「
築
８０
年
を
視
野
に
修
繕
周
期
１８

年
・
工
事
保
証
１５
年
の
施
工
品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
大

規
模
修
繕
工
事
と
屋
上
防
水
工
事
」、
関
連
し
て
「
屋

上
防
水
工
事
に
お
け
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
軽
減
策
」

や
「
匠
イ
ズ
ム
と
ハ
イ
ツ
に
お
け
る
大
規
模
修
繕
工

事
」
の
紹
介 

・
第
２
部
：
ハ
イ
ツ
見
学
（
第
３
回
大
規
模
修
繕
工
事

後
の
状
況
や
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
の
現
場
、
ハ
イ
ツ

に
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
玄
関
ド
ア
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
等
） 

・
第
３
部
：
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部
火
災
保
険
見
直
し
に

よ
る
費
用
削
減
方
法 

・
第
４
部
：
意
見
交
換
会
（
第
１
部
～
３
部
に
係
る
質

問
や
参
加
管
理
組
合
が
抱
え
る
課
題
等
に
関
し
て
意

見
交
換
） 

 

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
コ
コ
ベ
リ
ー
が
用
意
し
た
お
つ

ま
み
を
味
わ
い
な
が
ら
懇
談
。
参
加
者
か
ら
“
賢
く
繕

い
な
が
ら
住
み
続
け
る
ハ
イ
ツ
の
取
組
み
”
に
大
き
な

関
心
と
共
感
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
多
く
の
管
理

組
合
と
交
流
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

最
後
に
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
ご
後
援
い
た
だ
い
た
新
狭

山
ハ
イ
ツ
管
理
組
合
法
人
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

           

  

 

１１
月
３
日
（
土
）
、
久
保
川
沿
い
に
あ
る
市
民
農
園

で
日
々
野
菜
づ
く
り
を
勤
し
む
人
た
ち
と
友
人
た
ち
が

集
い
、
恒
例
の
「
こ
も
れ
び
亭
収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
農
園
オ
ー
ナ
ー
の
奥
冨
さ
ん
に
謝
意
を
伝
え

た
後
、
大
竹
さ
ん
自
家
製
の
赤
ワ
イ
ン
で
乾
杯
。
そ
の

後
、
里
芋
、
小
松
菜
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、
大
根
、
カ
ブ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
春
菊
、
食
用
菊
、
落
花
生
、

銀
杏
な
ど
の
旬
菜
を
活
か

し
た
各
種
料
理
と
焼
き
鳥
、

さ
ら
に
は
持
ち
込
み
の
手

料
理
も
あ
わ
せ
て
楽
し
み

ま
し
た
。こ
の
収
穫
祭
の
も

う
一
つ
の
楽
し
み
は
農
園

か
ら
眺
め
る
航
空
シ
ョ
ー

で
す
が
、今
年
は
ハ
ー
ト
マ

ー
ク
を
射
抜
く
シ
ー
ン
が

見
ら
れ
ず
少
々
不
満
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も

あ
り
、ご
参
集
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
と
共
に
楽
し
い
秋

の
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

（
世
話
人
・
迎
田
記
） 

ハ
イ
ツ
で 

「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催 

こ

も

れ

び

亭 

収

穫

祭 

ハイツの取り組みの紹介 

セミナー会場の様子 

玄関ドアの 

デモンストレーション 

大規模修繕後の状況を見学 
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１１
月
に
３
回
開
催
さ
れ
た
１５-

１
０
１
室
の
内
覧

会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
、
あ
の
「
劇
的
ビ
フ
ォ

ー
ア
フ
タ
ー
」
で
放
映
さ
れ
た
家
で
す
。
初
日
に
行
き

ま
し
た
が
、
ぞ
く
ぞ
く
と
見
学
の
人
が
集
ま
っ
て
来
ま

し
た
。
さ
す
が
、
テ
レ
ビ
の
力
は
す
ご
い
！
中
に
入
っ

て
更
に
び
っ
く
り
、
映
像
よ
り
ず
っ
と
広
々
と
し
て
素

敵
で
す
。
皆
さ
ん
の
感
想
は
、 

・
固
定
観
念
に
捕
ら
わ
れ
て
い
な
い
色
使
い
が
と
て
も

素
敵
。・
思
っ
た
よ
り
収
納
が
あ
っ
て
、
家
具
が
い
ら
な

い
の
が
良
い
。
・
ア
ー
チ
が
お
し
ゃ
れ
。
な
ど
な
ど 

 

家
主
で
あ
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ズ
の
山
崎
ノ
ボ
ル
さ
ん
に

お
尋
ね
し
ま
し
た
。 

Ｑ
「
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
？
」 

Ａ
「
モ
ル
タ
ル
を
何
度
も
塗
り
な
お
し
た
ア
ー
チ
作
り

が
大
変
で
し
た
」 

Ｑ
「
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
？
」 

Ａ
「
タ
イ
ル
貼
り
。
性
に
合
っ
て
い
ま
し
た
」 

Ｑ
「
ハ
イ
ツ
に
越
し
て
き
た
い
と
思
っ
た
要
因
は
？
」 

Ａ
「
緑
に
囲
ま
れ
た
環
境
が
素
晴
ら
し
い
し
、
学
校
も

近
い
の
で
子
育
て
し
や
す
そ
う
だ
か
ら
」 

Ｑ
「
こ
れ
か
ら
、
ハ
イ
ツ
で
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い

き
た
い
で
す
か
？
」 

Ａ
「
い
ろ
ん
な
人
と
知
り
合
い
、
ハ
イ
ツ
の
行
事
に
も 

積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
今
回
の 

放
映
が
ハ
イ
ツ
に
若
い
人
が
来
て
く
れ
る
き
っ
か
け
に 

            

な
っ
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
」 

Ｑ
「
ハ
イ
ツ
だ
け
で
な
く
、
芸
人
さ
ん
と
し
て
狭
山
で

活
躍
し
て
頂
く
こ
と
は
出
来
ま
す
か
？
」 

Ａ
「
も
ち
ろ
ん
、
や
り
た
い
で
す
！
」 

 

力
強
く
答
え
て
く
れ
た
山
崎
さ
ん
、
ハ
イ
ツ
や
狭
山

市
の
良
さ
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
下
さ
い
！ 

  

今
回
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
裏
方
と
し
て
ず
っ
と
関

わ
っ
て
い
た
の
は
団
地
生
活
デ
ザ
イ
ン
の
山
本
誠
さ
ん

で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
じ
お
す
・
Ｓ
Ｂ
Ｐ
（
新
狭
山
ハ
イ
ツ
・

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
リ
ー
ダ
ー
で

も
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｂ
Ｐ
で
は
、
定
期
的
に
空
き
部
屋
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
日
程
な
ど
は
、
階
段
掲
示

さ
れ
ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
！！ 

（
編
集
部
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
３
日
間
で
６７
組
１
２
７
名
参
加 

  

寿
会
会
長 

 

嶋
田 

敏
三 

寿
会
で
は
少
し
変
わ
っ
た
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
１０

月
３０
日
に
実
施
し
ま
し
た
。 

内
容
は
参
加
者
全
員
が
次
の
５
つ
の
競
技
（
１
）
輪

投
げ
（
２
）
ダ
ー
ツ
（
３
）
球
入
れ
（
４
）
ジ
ャ
ン
ケ

ン
（
５
）
豆
移
し
の
内
３
つ
を
選
び
競
技
担
当
者
指
示

に
従
い
競
技
と
応
援
を
繰
り
返
し
な
が
ら
和
気
藹
々
と

頑
張
り
続
け
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
上
位
１
～
３
位
ま
で
僅
か
で
す
が
賞
金

が
有
り
ま
し
た
。
入
賞
も
れ
の
方
は
残
念
で
し
た
が
、

ま
あ
ま
あ
楽
し
め
た
事
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
昼
食
と
懇
親
会
の
後
、
抽
選
に
よ
る
色
と
り

ど
り
の
参
加
賞
を
（
気
に
入
っ
た
物
が
当
た
っ
た
か
ど

う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
）
差
し
上
げ
て
無
事
終
了
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。 

参
加
の
皆
様
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

ハ
イ
ツ
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
内
覧
会 

寿
会 

軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

ロビンソンズ 

山崎ノボルさん 
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ハ
イ
ツ
か
ら
の
山
並
み
（
３
～
４
号
棟
） 

４
ー
５
０
４ 

 

藤
本 

一
美 

 

ひ
と
こ
ろ
は
、
ち
ょ
っ
と
で
も
遠
く
の
山
が
見
え
る

だ
け
で
、
西
武
新
宿
線
の
車
窓
や
勤
務
先
（
今
春
退
職
）

の
屋
上
、
あ
る
い
は
ビ
ル
の
デ
ッ
キ
へ
あ
が
っ
て
は

山
々
を
眺
め
て
い
た
も
の
で
あ
る
。 

屋
上
な
ど
か
ら
は
、
西
に
見
え
る
大
山
・
丹
沢
か
ら

富
士
山
を
経
て
、
大
菩
薩
小
金
沢
連
嶺
の
平
頂
峰
、
さ

ら
に
奥
多
摩
・
秩
父
の
連
山
、
奥
武
蔵
の
武
甲
山
、
丸

山
、
笠
山
（
乳
首
山
の
俗
称
）
ま
で
続
く
方
向
角
約
８０

度
の
パ
ノ
ラ
マ
が
展
開
し
、
北
方
に
は
、
お
も
い
が
け

ず
赤
城
山
や
日
光
連
山
（
奥
白
根
山
、
男
体
山
な
ど
の

火
山
群
）
が
、
そ
れ
に
双
耳
峰
の
筑
波
山
だ
っ
て
遠
望

で
き
る
日
が
あ
る
の
だ
か
ら
た
ま
ら
な
い
。 

熱
情
に
浮
か
さ
れ
て
か
、
山
並
み
の
ス
ケ
ッ
チ
（
一

九
七
三
～
七
六
年
）
が
、
そ
の
後
の
私
を
山
登
り
熱
、

山
岳
展
望
熱
、
鳥
瞰
図
熱
に
は
ま
っ
て
し
ま
う
契
機
だ

っ
た
の
だ
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
病
は
進
み
、
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）

年
二
月
に
は
、
清
瀬
市
か
ら
新
狭
山
ハ
イ
ツ
の
中
古 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
五
階
に
移
り
住
む
。
選
定
条
件
は
武
蔵

野
台
地
上
に
あ
る
こ
と
。
部
屋
・
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
山
々

が
見
え
る
こ
と
。
部
屋
が
広
く
資
料
が
置
け
る
こ
と
。

値
段
が
手
頃
で
あ
る
こ
と
な
ど
だ
っ
た
。
最
寄
り
の
新 

狭
山
駅
か
ら
徒
歩
十
七
～
二
〇
分
の
弱
点
を
充
分
カ
バ

ー
し
て
く
れ
る
条
件
だ
っ
た
の
で
即
断
し
、
入
居
し
た

よ
う
な
わ
け
で
し
た
。 

本
誌
二
五
六
号
（
九
六
年
二
月
号
）
に
発
表
し
た
四

号
棟
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
今
も
見
え
る
山
並
み
（
彩
色
）
で 

                      

あ
る
が
、
富
士
山
や
大
岳
山
は
雑
木
の
伸
張
で
見
え
な 

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
九
一
年
完
成
の
寿
荘
前

移
植
の
黒
松
は
、
三
年
程
前
に
松
喰
い
虫
に
や
ら
れ
て

か
、
伐
採
さ
れ
て
し
ま
っ
た
（
中
央
手
前
の
形
の
よ
い

樹
）
の
は
、
残
念
、
無
念
。 

                      

連
載 

地

歴

探

索

を

楽

し

む 

（
３
） 
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あ
お
や
ぎ
文
庫 

中
村
ル
ミ
子 

 

あ
お
や
ぎ
文
庫
で
は
１
年
お
き
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
赤
ち
ゃ

ん
に
絵
本
を
開
く
楽
し
い
体
験
と
い
っ
し
ょ
に
、
絵
本

を
手
渡
す
活
動
で
す
。
大
好
き
な
人
に
本
を
読
ん
で
も

ら
う
時
間
は
自
分
が
大
切
に
さ
れ
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
る
か
け
が
え
の
な
い
時
間
で
す
。 

 

今
年
の
参
加
は
親
子
２
組
（
７
人
）
あ
り
ま
し
た
。

日
頃
忙
し
い
お
母
さ
ん
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
寛
い
で
も
ら

お
う
と
、
ま
る
た
小
屋
で
コ
ー
ヒ
ー
と
お
菓
子
の
お
も

て
な
し
を
し
ま
し
た
。ま
だ
２
ヶ
月
の
結
菜
ち
ゃ
ん
は
、

読
み
聞
か
せ
を
す
る
と
ち
ゃ
ん
と
見
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
双
子
の
滉
太
く
ん
、
蒼
太
く
ん
は
と
っ
て
も

元
気
い
っ
ぱ
い
で
パ
ワ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。
健
や
か
な

成
長
お
祈
り
し
て
い
ま
す 

         

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１１
月
１５
日
、
狭
山
市
市
民
会
館
で
シ
ニ
ア
芸
能
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
イ
ツ
か
ら
は
、
堀
兼
地
区
寿

会
合
同
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
８
名
、
ハ
イ
ツ
寿

会
詩
吟
部
の
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
応
援
団
も
た
く

さ
ん
か
け
つ
け
、
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

              

     

   
 

 
 

 
 

                   

    

 
 

季
節
の
言
葉 

 

乗
り
換
へ
の
駅
の
雑
踏
年
つ
ま
る 

 

綿
虫
の
寺
に
大
杉
大
草
鞋

ワ

ラ

ジ 

菊き
く

膾
ナ
マ
ス

越
後
に
多
き
微
笑
仏 

陽

 

子 

お
や
ぎ
文
庫
＆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
じ
お
す 

「

ブ

ッ

ク

ス

タ

ー

ト
」 

〈詩吟部〉15号棟の阪本さんご指導の 

もと、練習に励んでいます。 

冬のレシピ 「さといもの味噌グラタン」（４人分） 

ＪＡいるま野レシピより 

堀兼特産のサトイモが、美味しい季節です。 

材料 さといも 600ｇ、ネギ 1.5 本、とろけるチーズ 1.5 枚、

バター50ｇ、牛乳 3 カップ、味噌大さじ 1.5、こしょう少々、

片栗粉大さじ 3、パセリ少々 

作り方 1）さといもは皮をむき、輪切りにして茹でる。長ネ

ギはみじん切りにする。2）グラタン皿にバターをぬり、さと

いも、長ネギ、とろけるチーズの順に２層に重ね、残ったバタ

ーを小さくちぎって上にのせる。3）鍋に牛乳を温めて、味噌、

こしょうを加える。水溶き片栗粉を加えてとろみをつけ、2）

の上に静かにのせる。 

4）200℃に温めたオーブンで約 15分 

焦げ目がつくまで焼く。焼き上がったら 

パセリをちぎってのせる。 

●
今
月
の
開
園
日
： 

１２
月
～
２
月
迄
は
園
内
が
休
眠

状
態
に
な
る
た
め
休
園
し
ま
す
。
園
外
か
ら
池
に
飛
来

す
る
カ
ル
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
、
ア
オ
サ
ギ
（
写
真
）
な
ど

を
眺
め
て
下
さ
い
。 

フ
キ
ノ
ト
ウ
が
満
開
と
な
る 

３
月
に
は
開
園
し
ま
す
。 
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は
い
つ
ニ
ュ
ー
ス
第
５
２
８
号
（
２
０
１
８
年
１２
月
５
日
発
行
） 

発
行
責
任
者 

中
村
雅
昭 

／ 

編
集
・
印
刷 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
オ
フ
イ
ス
さ
や
ま 

  
 

 
 

 

ハ
イ
ツ
掲
示
板 

☆
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

赤
い
羽
根
募
金 

６
３
，
６
４
８
円 

☆
こ
ん
に
ち
は 
赤
ち
ゃ
ん
♪ 

 

２０-

５
０
１ 

浅
川 
幸
夫
さ
ん 

次
男 

 
 

 
 

 
 

 

陽
文
（
あ
き
ふ
み
）
く
ん 

 
 

 
 

 
 

１１
月
５
日
生
ま
れ 

 

☆
コ
コ
ベ
リ
ー
開
店
日 

集
会
所
・
第
２
会
議
室 

１２
月
６
日
（
木
）
・
２０
日
（
木
）
１０
時
～
１６
時 

☆
「
歳
末
助
け
合
い
募
金
」
の
集
金 

 

１２
月
９
日(

日)

９
時
～
１１
時
。
管
理
事
務
所
玄
関
ホ
ー
ル 

戸
口
代
表
者
が
ま
と
め
て
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い 

☆
買
物
支
援
の
日 

詳
し
く
は
申
し
込
み
時
に 

 

１２
月
１１
日
（
火
）・
２５
日
（
火
） 

☆
風
見
ど
り
の
日 

集
会
所
・
サ
テ
ラ
イ
ト 

１２
月
１３
日
（
木
） 

歌
の
日 

１７
日
（
月
） 

お
し
ゃ
べ
り
の
会 

☆
年
末
の
階
段
等
大
掃
除 

 

１２
月
１６
日
（
日
） 

９
時
～ 

☆
餅
つ
き
大
会
・
竹
馬
遊
び 

ふ
れ
あ
い
広
場 

 

１２
月
２８
日
（
金
）
１１
時
～ 

☆
自
治
会
役
員
会 

集
会
所
・
大
会
議
室 

 

１
月
５
日
（
土
） 

１９
時
～ 

 

◎
各
班
長
も
ご
出
席
下
さ
い
。 

★
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

３２-

１
０
２ 

 

柴
田 

高
雄 

殿 

 
 

１１
月
４
日 

ご
逝
去
（
享
年
８６
歳
） 

４５
分
～ 

 
 

 

 
 

 

日 月 火 水 木 金 土

25 26 27 28 29 30 1

プラ もやすごみ 生ごみリサイクル もやすごみ

2 3 4 5 6 7 8

アルミ缶 プラ もやすごみ 生ごみリサイクル

寿会
古紙・古布回収
ビン・缶・電池

もやすごみ

9 10 11 12 13 14 15

プラ もやすごみ
もやさないごみ
生ごみリサイクル

古紙・古布 もやすごみ

16 17 18 19 20 21 22

アルミ缶 プラ もやすごみ 生ごみリサイクル

育成会
古紙・古布回収
ビン・缶・電池

もやすごみ

23 24 25 26 27 28 29

プラ もやすごみ
もやさないごみ
ペットボトル

生ごみリサイクル

古紙・古布 もやすごみ

30 31 1 2 3 4 5

もやすごみ

☆寿会・育成会・アルミ缶の回収は多少の雨でも決行します。
　旗（寿会：赤色、育成会：黄色、アルミ缶：青色）を目印によろしくお願いいたします。
☆詳しい出し方などは狭山市の［生活ごみの分け方・出し方］をご覧ください。
☆生活ごみを出す時間は、〈収集日の朝・午前８時まで〉です。

12月生活ごみ・資源回収表


